





























































高 ･野 文 彦
二 次相転移に伴を う異常 性の うち､ Sも己もicを ものについての義論は､主
として第 1日目に行 われ た
まず工n七roduc七OryTalk として､山本はいろいろを物質の相転移の異常
性の分類学を試みた. すをわも比熱の発散の度合から3つのグルー プに分け_
対数発散 とい う見地か ら各 グループの異常性の解釈を試みた｡ さらにその異常
性を調べ るためにはー磁場をかけるを ピー 外部変数の数を増す ことを提案 したO












は-⊥ 次に替らぬばを らぬこ とを指摘 した (物性研究vo13,232的 .4)C64)･
参照十 O-`とれに萎いてはいろいろを議論があっ たがt実際にはその不安定領域




元 で不純物は全 くrandoⅡ一に入れ､庄司は二次元 で特別の格子点 だけに不純
物が入っ た場合 (三次元 で もある程度の近似でガマンすれば できるが)につい
て解いた.その･時棒に問題に希ったのは､ こうい う解き方 と例えば阿部 (Prog





q_iahch七 た資料の自由エネルギーを計算L'てい るか ら_ 明らかにちがうよう
に思えるo Lかしょく謁べてみれば､自由エネルギーの高温展開の2つの方法
で-致す.るようで-転移一点以`上では差は希いように思われ る｡ また庄司の方法





対 L,耳､-_鈴木は患移点以下の告発磁化 と転移点より上の帯磁率の異常性を とく
に甲題声叫 ,L高野は比熱の対数的轟敵を問題にしてい るO これに対~し､伊豆山





い と示唆 し､そう考えた場合_比熱 ,帯磁率 ,自発磁化の異常性を正 しく与 え
もま ぅLを､自由エネルギーの (複雑で はあるが) 1つの形を示 したO:tれ らの考
え方 は出席者各人の好みによる差 もあ り､いづれ も全 七の人の納得を層旦 まで
には到ら奇かつたように思われるが_ こうい う議論は確かに 1つの前進であ り_
今までの研究会での議論か ら比べ ると､緒中摸索の中か ら､手探 りで少しはい
出･した感 じがす る｡
全体 として､まだ他に もいろいろと多 くのdiscussionがあっ たが､中で も
につ まーっ た形の叢論を とぐにとり上げたつ もりであるが､ 1人 よが りであるか
もし九をいこ とをお断 りしてお くO
2.不可逆過程のd-isCuSSionsに関 して
森 肇
J一二､■ 畠'.4日目およびqまとめ"で現われた談論を書 くように とtかを り急に世
話人か ら仰せつかっ たので二通当を人選ではをい と思いをが らも､∴忘れかけた
記憶を-た どることにした｡
轟終日の久保先生のコメン トはー熟的乱れがあ るときの取扱 いについてであ
た｡ その前に､それ までの経緯を簡単にみてみる｡ 熟的輸送係数に対する格動
散逸定轟 に対 して､ 2つめ疑問が摸 出されていた｡ 一つはPrigogine一派お
よびCoもen一派によるもので､濃圧気体の粘性係数を時間相関表式から計算
してみると､彼等の分布関数による計算 と､密度展開の-1次の項で合わをい と
い うことであるo L,か L,_ これは計算間違いであることが昨年判明 してt との
立場か らの疑問は一応解消した｡ しか し､ この2つの方鎮め閑廃がそれで明 ら
かにをつ_たわけでは希い?例えば圧力や温度 の定義の仕方が72竜の方法では違
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